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フォーマイスターズ・システムコンサルティング株式会社の 

株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 
 
当社は，平成１８年１０月２３日開催の取締役会において，フォーマイスターズ・システムコンサ

ルティング株式会社（以下「フォーマイスターズ社」）の株式を取得し，子会社化することを決議いた

しましたので，下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１  株式の取得の理由 
当社では、鉄道・通信を始めとする事業会社様に対し、様々なモバイルシステム・サービスの企画・

開発・運営を行っております。これまでも、当社グループではこれら企業に対し斬新な各種ご提案を

行って参りましたが、最近の動向として、フロントのサービスにとどまらず、より上流もしくは基幹

のシステムに関わるご提案が必要となる機会が多くなっており、こうしたビジネスチャンスを着実に

獲得するための人材・リソースの確保が急務になっておりました。 
フォーマイスターズ社は、基幹システムのコンサルティング等に強みを持っており、大手フィルム

メーカー、大手石油会社、大手電機会社、大手通信会社など有力企業を顧客に抱えております。昨年

８月にいったんライブドアグループの傘下に入りましたが、今年１月のライブドア事件を受け、新た

な支援企業の元での経営陣によるＭＢＯと上場計画を模索しておりました。 
当社といたしましては、経営陣によるＭＢＯを支援するとともに、当社グループとして相互の顧客

である有力企業への提案力を向上させ、ビジネスチャンスを確実に獲得することで収益力の強化に結

び付けたく、フォーマイスターズ社の子会社化を行うものです。 
 

２  異動する子会社の概要 

(１)商 号 フォーマイスターズ・システムコンサルティング株式会社 

(２)代 表 者 代表取締役 善田正幸 

(３)所 在 地 東京都中央区日本橋三丁目１５番６号 

(４)設立年月日 平成１５年６月１８日 

(５)主な事業の内容 システムコンサルティング、独自開発の標準化モデル「Blend」シリーズ

の販売、システム開発 



(６)決 算 期 平成１８年１２月 

(７)従 業 員 数 １２名 

(８)主な事業所 東京都中央区日本橋三丁目１５番６号 

(９)資 本 金 ５千万円 

(10)発行済株式総数 １０００株 

(11)大株主構成および所有割合 

   株式会社ライブドアファイナンス（１００％） 

 (12)最近事業年度における業績の動向 

 平成１７年１２月期 平成１６年１２月期 
売 上 高 ３０３百万円 ２１９百万円 
売 上 総 利 益 ２１３百万円 １０５百万円 
営 業 利 益 １１２百万円 0百万円 
経 常 利 益 １１２百万円 ２百万円 
当 期 利 益 ６６百万円 １百万円 
総 資 産 ２０２百万円 ７９百万円 
株 主 資 本 １１８百万円 ４１百万円 
１株当たり配当金 － － 

（百万円未満切捨て） 

 

３  株式の取得先 

(１)商 号 株式会社ライブドアファイナンス 

(２)代 表 者 代表取締役社長 中野正幾 

(３)本店所在地 東京都港区六本木六丁目１０番１号 

(４)主な事業の内容 投資事業、金融サービス事業 

(５)当社との関係 無し 

 

４  取得株式数，取得価額および取得前後の所有株式の状況 

(１)異動前の所有株式数                      ０株（所有割合       ０％） 

（議決権の数       ０株） 

(２)取 得 株 式 数                  ８５０株（取得価額   ３９９百万円） 

（議決権の数   ８５０株） 

(３)異動後の所有株式数                  ８５０株（所有割合     ８５％） 

（議決権の数   ８５０株） 

※ 残り１５０株については、フォーマイスターズ社経営陣が取得いたします。 

 

５  日程 

平成１８年１０月２３日 取締役会決議 

平成１８年１０月２７日 株券引渡し期日 

 



６  今後の見通し 

平成１８年１１月より当社連結対象となる予定でありますが、現在、１１月９日に予定している中

間決算発表に向け上期業績の取り纏め並びに監査法人による監査等を進めているところであり、８月

１４日に発表した今年度の当社連結業績予想の修正については、この内容を含めて確定次第速やかに

発表させていただきます。 
また、連結調整勘定として約３億円を今後５年間で償却する予定です。これについては同社の事業

計画に鑑み、連結会計の中で十分に吸収できるものと考えております。 
 
 

以  上 


